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観
て
く
れ
た

ア
ナ
タ
の
投
票
で

グ
ラ
ン
プ
リ
が

決
ま
り
ま
す
！

第
一
回

学生５劇団がミノカモ
合宿で生んだ「全オリ

ジナル短編作品」

入場無料

［主 催］ 美濃加茂市／ミノカモ学生演劇祭実行委員会　　［協 力］ 日本劇作家協会東海支部

［会 場］

みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム
〒505-0004 岐阜県美濃加茂市蜂屋町上蜂屋3299-1
tel：0574-28-1110 

［問合せ先］

3/9
17:00 開演（16:30 開場）

3/10
13:30 開演（13:00 開場）

2013 ・

岐阜大学
岐阜大学演劇研究会

南山大学
「HI-SECO」企画

早稲田大学
劇的テロ集団《新》

中部大学
劇団「とらの穴」

名古屋外国語大・名古屋学芸大・名城大
劇団さる /劇団獅子連合
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「
ミ
ノ
カ
モ
で
想
を
得
て
、ミ
ノ
カ
モ
で
上

演
す
る
」――
。そ
う
、
こ
れ
は
全
国
的
に

も
前
例
が
な
い
、全
く
新
し
い
カ
タ
チ
の

学
生
演
劇
祭
な
の
で
す
。こ
の
短
編
発

表
会
の
た
め
に
、
学
生
た
ち
に
は
昨
年

の
12
月
、
美
濃
加
茂
に
足
を
運
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。「
文
化
の
森
」
で
の
二
泊

三
日
の
合
宿
で
し
た
。美
濃
加
茂
を
題

材
に
し
た
書
き
下
ろ
し
戯
曲
の
た
め

の
「
取
材
」
と
、
日
本
劇
作
家
協
会
東

海
支
部
の
プ
ロ
の
劇
作
家
に
よ
る

「
劇
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」に
参
加
し

て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
。そ
し
て
、

各
々
の
活
動
拠
点
に
戻
っ
て
、
稽
古

を
積
ん
で
、再
び
こ
の
地
に
集
結
し

ま
す
。地
域
と
学
生
が
ダ
イ
レ
ク

ト
に
刺
激
し
合
う
、
こ
の
歴
史
的

な
コ
ラ
ボ
の
始
ま
り
に
、
ぜ
ひ
ア

ナ
タ
の
価
値
観
で
お
立
合
い
下

さ
い
ま
せ
。

実
行
委
員
長
　
は
せ 

ひ
ろ
い
ち

劇作家トークショー 「私は、こんな風に書いてますけど…」

永井 愛

天野 天街
鹿目 由紀
刈馬 カオス
平塚 直隆

劇作家・演出家。二兎社主宰。
身辺や意識下に潜む問題をすくい上げ、現実
の生活に直結した、ライブ感覚あふれる劇作
を続けている。日本の演劇界を代表する劇
作家の一人として海外でも注目を集め、『萩家
の三姉妹』、『片づけたい女たち』など多くの
作品が、翻訳・リー
ディング上演されてい
る。紀伊國屋演劇賞
個人賞・鶴屋南北戯
曲賞・岸田國士戯曲
賞・読売文学賞・朝
日舞台芸術賞秋元松
代賞などを受賞。

観客投票に関するルール
３月９日（土）、１０日（日）の２ステージともに、観
劇していただいた皆さんに「最も良かった作品」
に１票を投じていただきます。そしてその観客の
合計の持ち点と同じ点数を、５人の審査員で分
配し審査します。つまり【観客投票の総数】＝【審
査員５人の持ち点数】として、その合計で今年の
グランプリが決まるのです。ただし、審査の公平
性を期すため、開演時間に遅れたお客様には投
票権がございません。ぜひ１作品目からご観劇く
ださいませ。

審査員の顔ぶれ

長良川
鉄道

線
本
山
高
Ｒ
Ｊ

９日の夜、終演後に開催します。自分の執筆スタイルや題材の見つけ方や取材の方法、地域演劇の問題点など、ざっくばらんに本音で語り合います。

●入場は無料ですが、上演中の入退場などはご遠慮ください。未就学児の観劇はご相談ください。
●各作品２０分以内の短編です。上演順は未定です。

鉄道でのアクセス
JR…名古屋駅より約 40 分・美濃太田駅下車、徒歩約 20 分
名鉄…名鉄名古屋駅より約 40 分・日本ライン今渡駅下車、徒歩約 25 分
自動車でのアクセス
名神高速道 小牧インターチェンジから約 30 分
中央自動車道 多治見インターチェンジから約 30 分
東海環状自動車道 美濃加茂インターチェンジから約10 分

特別ゲスト審査員
日本劇作家協会前会長

少年王者舘

はせ ひろいち

鏡味 富美子
劇団ジャブジャブサーキット

刈馬演劇設計社

オイスターズ

出演：永井愛［二兎社］、天野天街［少年王者舘］、宮谷達也［演劇組織ＫＩＭＹＯ］ ／ 司会：はせひろいち［劇団ジャブジャブサーキット］

劇団あおきりみかん

司会・進行

16:30 開場
17:00 5 短編連続上演 ①
19:00 劇作家トークショー

13:00 開場
13:30 5 短編連続上演 ②
15:30 審査員による講評会
16:00 最終集計発表、表彰式

タイムスケジュール

10日

9日

入場無料

早稲田大学坪内博士記念演劇博物館正面には、坪内逍遙が理想としていたこの言葉が掲げられています。
逍遙生誕の地である美濃加茂市は、この逍遙の考え、精神を大切にしながら、これからのまちづくりを
すすめていきたいと考えています。


